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社会的な障害としての発達障害～ノーマライゼーションを目指して～ 

上西 創（東北工業大学ウェルネスセンター） 
 
はじめに 

 平成 28 年 4 月 1 日より「障害者差別解消法」が施行され、国の行政機関や地方公共団体

は障害を理由とした「不当な差別的扱い」や「合理的配慮の不提供」が禁止され、民間事業

者においても努力義務が課せられるようになった。このことにより、障害者の社会進出は進

むものと考えられる一方で、「障害者」＝「弱者なので支援されるべき人」という捉え方が

ある限りは、現実的なノーマライゼーションの道はほど遠い。本稿では、ノーマライゼーシ

ョンを目指すために必要な「障害者」の捉え方について考える。 
 
障害の医学モデルと社会モデル 

 医学モデルとは、障害者が被る不利益は障害者自身の持つ器質的、身体的な特徴が問題で

あり、社会に適応できるようにその原因を取り除いたり、リハビリなどの支援を行いましょ

うという考え方である。 
 社会モデルとは、障害者が被る不利益は社会の問題であり、障害者とは社会的障壁により

能力を発揮する機会を奪われた人と考え、器質的、身体的な特徴のある人でも参画できるよ

うな社会を構築しましょうという考え方である。 
 この違いは、左利きを例に考えてみると分かりやすい。一昔前までは、左利きは不便な身

体的特徴とされ、多くの左利きの人は幼少期から右利きへの矯正を強いられてきた。これは

医学モデルの考え方であり、「個人を右利きへ矯正することで社会に適応する」ことを目指

している。現在では様々な両利き用の道具やシステム（文房具、自動改札機など）が開発さ

れ、左利きを矯正することなく社会へ適応しやすくなってきている。これは社会モデルの考

え方であり、「社会が右利き用に作られていることが問題であり、両利き用の社会を構築す

る」ことを目指している。こういった社会モデルの考え方が取り入れられていない状態を

「社会的障壁」と言い、ことがら、物、制度、習慣、考え方など多岐に渡る。 
 
発達障害の社会モデル 

 ここで発達障害に目を向けてみると、これまで発達障害の支援は医学モデルとして捉え

られてきた。個々人の特性を理解し、苦手な部分を療育しながら得意な部分を伸ばして社会

に適応できるように支援していく、という考え方である。一方で、国立教育政策研究所（2009）
の調査によれば、公立小学校の発達障害児在籍率が大都市ほど高く、僻地ほど低くなること

が分かった。世界的な調査においても、先進国の発生率が高く、発展途上国は低くなる傾向

が分かっている。つまり、社会が複雑になるほど「社会的障壁」は増大し、適応を阻害され

る者が増え、社会によって「障害化」されているとも考えられるのである。 
 
ノーマライゼーションを目指して 

 ノーマライゼーションを考えるとき、医学モデルと社会モデルの両者に目を向ける必要

がある。従来の医学モデルに加え、「この社会が健常者向けに作られている」ことを意識し、

様々な特徴が障害化しない社会の構築を目指していきたいものである。 
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家族関係の変化をバランス理論から捉える試み 
萩臺 美紀（東北大学大学院） 
小林 千緩（岩手大学大学院） 
奥野 雅子（岩手大学） 

 
 本研究は家族関係の変化をバランス理論から捉える試みである。家族関係には変化が伴

う。それは、結婚、子どもの誕生、親や子どもの成長といった発達に伴う家族成員の関係性

の変化を指す。そのような中で、家族関係の変化による悪循環が生起する場合がある。その

一つには母子密着・父親不在という状況がある。ここでいう「父親不在」とは仕事などで家

を不在にする物理的不在だけではなく、心理的・機能的不在も含み，母子密着とともに子ど

もや親子関係が抱える様々な問題の要因として議論されてきた（尾形,2011）。例えば、父子

の不和は子どもの情緒不安定さや自尊心の低さと関連することが示されており（前島・小

口,2001）、一方で、母子の密着は女子青年の自立を阻害することが示されている（水本・山

根,2010）。このように母子が密着する状態は父子関係の希薄さを助長し，さらに母子密着が

進むというように、相互に家族の病理をエスカレーションしていくリスクがあるといえる。

つまり、母子密着・父親不在という悪循環を断ち切る、または予防していくことは重要であ

るといえる。 
 このような３者関係の問題を扱うにあたり、本研究ではバランス理論を取り上げる。バラ

ンス理論とは、Heider（1958）が提唱した社会心理学の概念であり、人や物で構成される

3 者関係の認知やその変容によって 3 者がバランス状態に導かれることを説明する。これま

で、バランス理論は家族の 3 者間について説明する枠組み（野口・若島,2007）、コミュニケ

ーション・パターンの変化を説明する枠組みとして援用されてきた（狐塚・若島,2009）。ま

た、小林・奥野（2016）では、短期・家族療法で行われるような、その場にいない第 3 者

の問題に対する解決を探る場面を間接的援助と名付け、間接的援助のモデルについてバラ

ンス理論の観点から考察を行っている。これらの研究は、3 者関係において、コミュニケー

ションを意識的に変化させることで、３者の関係性にも変化が及ぶことをバランス理論を

用いることによって示唆している。 
 そこで、本研究では、母子密着・父親不在という悪循環の切断・予防する方法について、

バランス理論を援用し検討する。特に、母子密着・父親不在家庭に着目した萩臺・奥野・若

島（2016）では、母親が父親の良好なイメージを伝えることが、子どもの父親イメージの向

上に効果的であることを示唆している。したがって、母親が子どもに父親イメージを伝える

ことが家族関係にどのような変化をもたらすのかについて理論的に検討し、考察を加える

ことを目的とする。 
 母子密着・父親不在家庭において、バランス理論を援用すると、母親が父親の良好なイメ

ージを伝えることは、父子関係を正にするコミュニケーションといえる。また、母子関係が

正、父子関係が正になれば、負であった父母関係がバランス状態に導かれ正になり、３者関

係が良好に変化することが示された。一方で、たとえ父母関係が正であっても母親が父親の

悪口を言うことで、家族関係が不和に傾く可能性も示唆された。したがって、家族は発達段

階に伴って耐えずコミュニケーションが変化し続けていることが示唆され、子どもの成長

に伴ってコミュニケーションを変化させていくことが重要だといえる。 

現代行動科学会誌　第33号，65（2017）




